
（別紙３）

～ 令和８年　３月　１９日

（対象者数） 13 （回答者数） 7

～ 令和８年　３月　１９日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
子供たちや保護者の方たちからの要望に応え、今以上の活動
が提供できるよう常日頃から情報収集、研究を重ねていきま
す。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
法人に対し必要性を具体的に説明し、理解を求めていきま
す。

2

3

○事業所名 　児童発達支援・放デイ　聖愛和戸

○保護者評価実施期間 令和８年　３月　９日

○保護者評価有効回答数

令和８年　３月　９日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和８年　３月　２２日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

職員数が足りていない
発達障害の特性が強く、慎重な対応が必要とされるお子様の利
用の受け入れを行なっているため。

発達障害に特化した療育ツールを独自に開発して、支援に利用
しています。

合理的配慮を念頭に置いて、活動や職員の構造化、ルーティー
ン化を行い、本人主体、自己決定を基本にして、活動を子供た
ちが選択できるよう準備しております。

事業所における自己評価総括表公表


